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室

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
大
地
震
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
新
入
生
の
み
な
さ
ん
の

な
か
に
は
、
被
災
さ
れ
た
方
も
少
な
か
ら

ず
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
先
を

見
据
え
、
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
ら
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
漠
然

と
過
ご
す
こ
と
な
く
、
問
題
意
識
を
持
つ

よ
う
に
心
が
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
生
、
い
つ
何
時
、
ど
ん
な
問
題
に

直
面
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と

き
問
題
意
識
を
持
つ
習
慣
を
身
に
つ
け
て

い
れ
ば
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
い
ま
何

を
し
た
ら
い
い
か
が
見
え
て
き
て
、
解
決

へ
の
糸
口
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

春
季
号
か
ら
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
『
志
』

を
高
く
！
〜
炎
（
も
）
え
る
中
大
生
〜
」
は
、

学生記者が取材・編集する大学広報誌

タ
イ
ト
ル
通
り
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
果

敢
に
高
峰
に
挑
ん
で
い
る
中
大
生
の
紹
介

で
す
。

　

今
号
で
紹
介
し
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
支

援
チ
ー
ム
『tip

』」
は
、「
中
大
生
は
社
会

と
関
わ
り
、
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
問
題
意
識
に
立
ち
、
就
職
活
動
を
迎

え
た
3
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
行
動
を
起

こ
し
ま
し
た
。
成
果
は
二
の
次
で
し
た
。
ま

ず
行
動
す
る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

目
指
そ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

問
題
意
識
を
も
つ
。
そ
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
に
移
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
い

つ
か
高
峰
も
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
誌
で

は
、
志
を
高
く
掲
げ
て
「
炎
え
る
中
大
生
」

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
新
入
生
の
み
な

さ
ん
の
中
か
ら
も
「
炎
え
る
中
大
生
」
が

沢
山
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（
編
集
長　

伊
藤
博
）
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　中央大学創立125周年記念サイトでは、「歴史で辿る中央大学」として、本学の歴史にまつわる様々なエピ
ソードを紹介しています。今まで知らなかった中央大学の新たな一面を発見してみてはいかがでしょうか？

　この他にも「わたしと中央大学」では、各界で活躍中の本学にゆかりのある方のエピソード紹介や皆さ
んからのエピソード投稿も受け付けています。ぜひ、皆さんのとってきおきのエピソードを投稿してみて
ください。

中央大学創立125周年記念サイト　http://chuo125.jp
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学問の自由を主張した 長谷川如是閑
［ Society ］ 白門を開いて 1898

“明治31”

Time Machine Topics    ［民法全編施行］
民法典論争で施行が延期されていた民法は、この年全編が施行される。

長谷川如是閑

本名長谷川万次郎。この年卒業後、日本新聞社などを経て、1908年大阪朝
日新聞社に入社。「天声人語」の執筆などで活躍。1918年の「白虹事件※1」
により編集幹部だった如是閑は退任。翌年雑誌『我等』を創刊し、「森戸事件
※2」では学問・研究の自由、大学の自治の主張を同誌上で展開した。その
後も一貫して国家主義を批判し、自由主義思想に基づいた著作活動を続け
た。大正デモクラシー期の代表的論客の一人である。1928年初めての普
通選挙では、軍閥内閣による野党候補に対する妨害を、激しく批判してい
る。戦後、文化勲章受章、東京都名誉都民となる。1950年中大理事会顧問、
中大白門ジャーナリストクラブ顧問就任。1969年没。享年95。

＊１　内乱を示唆する記事を掲載したとして政府から弾圧を受ける。
＊２　東京帝大助教授であった森戸辰男が、無政府主義者クロボトキンの研究によって起訴された事件。主任弁護
　　　士には花井卓蔵らがあたり、如是閑もジャーナリズムの立場からこれを擁護した。


